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達　人
〜大山倍達氏に〜　草壁焔太

その人は道をきわめた
だれもそこへは
いっしょに
登れなかった
道は一人のためのものか
何年か何十年か
何百年かがすぎた
その間
だれも来なかった
山も谷も道も
人を忘れた
やがて道は消えた
千年たったころ
やっと人が一人
登ってきた

国際空手道連盟 極真会館 創始者
大山　倍達 （1923 〜 1994）

9 歳の頃から拳法を学び 16 歳で初段となる。

17 歳で 2 段、20 歳で 4 段とますます強さを発揮する。

1946 年、身延山にこもり、1 年間空手を修行し、

戦後初の武道大会空手の部で優勝する。

1948 年、清澄寺に 1 年半こもり修行した後、

1949 年、牛の角折を研究する。

7 ヶ月間、屠殺場の近くに住み、50 余頭の猛牛を倒す。

1952 年、日本空手の代表として渡米。

各地でエキシビジョン、テレビ出演し、

ウイスキーのビンを切る手は「ゴッド・ハンド」（神の手）

と賞讃され、今でも伝説として語り継がれている。

1994 年 4 月 26 日、肺癌のため聖路加病院で逝去。

享年 71 歳。




















